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I. 基本情報 

 

事  業  名 ： （日本語）腎疾患実用化研究事業 

      （英 語）Practical Research Project for Renal Diseases 
 

研究開発課題名： （日本語）慢性腎臓病（CKD）進行例の実態把握と透析導入回避のための有効な指針 
の作成に関する研究 

 （英 語）The research to avoid initiation of renal replacement therapy based 

on epidemiology and evidences of advanced chronic Kidney Diseases 

in Japan.（REACH-J study） 

 

研究開発担当者  （日本語）国立大学法人筑波大学 医学医療系臨床医学域腎臓内科学        
教授 山縣 邦弘 

所属 役職 氏名： （英 語）Department of Nephrology, Division of Clinical Medicine, Faculty 

of Medicine, University of Tsukuba 

Professor, Kunihiro Yamagata 

      

実 施 期 間： 平成 28 年 4月 1日 ～ 平成 29年 3月 31日 

 

 

 

 

分担研究     （日本語）副総括，糖尿病、腎障害進行例の対応検討，国際比較研究の検討 

開発課題名：     （英 語）Vice chairman; investigation of the  advanced diabetic nephropathy, 

international relations 

研究開発分担者  （日本語）金沢大学医薬保健研究域医学系腎臓内科学 教授 和田 隆志 

所属 役職 氏名： （英 語）Department of Nephrology and Laboratory Medicine, Faculty of 

Medicine, Institute of Medical, Pharmaceutical and Health 

Sciences, Kanazawa University, Professor, Takashi Wada 

 

http://www.amed.go.jp/en/program/list/01/05/017.html
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分担研究     （日本語）ガイドライン作成・検証分科会，他学会との調整，高齢者診療－老化・高

齢化に伴う腎疾患の特徴を調査・研究 

開発課題名：     （英 語） Subcommittee of guideline development and inspection; adjustment 

with other institutes, scientific research for characteristic of 

renal disease with elderly patient 

研究開発分担者   （日本語）川崎医科大学 腎臓・高血圧内科学 教授 柏原 直樹 

所属 役職 氏名： （英 語）Department of Nephrology and Hypertension, Kawasaki Medical 

School, Professor, Naoki Kashihara   

 

分担研究     （日本語）ガイドライン作成・検証分科会責任者，高齢者診療担当 

開発課題名：     （英 語）Chairman of subcommittee of guideline development and inspection; 

medical care for elderly person 

研究開発分担者   （日本語）埼玉医科大学 教授 岡田 浩一 

所属 役職 氏名： （英 語）Saitama Medical University, Professor of Medicine, Hirokazu Okada 

 

分担研究     （日本語）ガイドライン作成・検証分科会，高血圧診療連携－腎専門医、高血圧専門

医の両者の視点から 

開発課題名：     （英 語）Subcommittee of guideline development and inspection; cooperation 

of hypertensive medical treatment, the viewpoint of both of the 

nephrologists and hypertensive specialists 

研究開発分担者   （日本語）自治医科大学 教授 長田 太助 

所属 役職 氏名： （英 語）Jichi Medical University, Professor, Daisuke Nagata 

 

分担研究     （日本語）ガイドライン作成・検証分科会，糖尿病診療連携－腎障害進展阻止 

開発課題名：     （英 語）Subcommittee of guideline development and inspection; cooperation 

of diabetes mellitus, prevention for kidney dysfunction 

研究開発分担者   （日本語）岡山大学病院新医療研究開発センター 教授 四方 賢一 

所属 役職 氏名： （英 語）Center for Innovative Clinical Medicine, Okayama University Hospital. 

                           Professor, Kenichi Shikata. 

 

分担研究     （日本語）ガイドライン作成・検証分科会，CKD腎外合併症対策－腎不全以外の CKDア

ウトカム対策 

開発課題名：     （英 語）Subcommittee of guideline development and inspection; prevention of 

extrarenal complication, counterplan for CKD outcome out of renal 

failure 

研究開発分担者   （日本語）東海大学医学部腎内分泌代謝内科 教授 深川 雅史 

所属 役職 氏名： （英 語）Division of Nephrology, Endocrinology and Metabolism, Tokai 

University School of Medicine, Professor, Masafumi Fukagawa 
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分担研究     （日本語）CKD疫学調査分科会責任者，CKD、KDBデータベース構築 

開発課題名：     （英 語）Chairman of subcommittee of epidemiological investigation; CKD 

database construction from KDB 

研究開発分担者   （日本語）福島県立医科大学医学部生活習慣病・慢性腎臓病(CKD)病態治療学講座 

              准教授 旭 浩一 

所属 役職 氏名： （英 語）Department of Chronic Kidney Disease Initiatives, Fukushima Medical 

University School of Medicine, Associate Professor, Koichi Asahi  

 

分担研究     （日本語）CKD 疫学調査分科会担当，他コホート研究との連携 

開発課題名：     （英 語）Subcommittee of epidemiological investigation; cooperation of other 

cohort study 

研究開発分担者   （日本語）新潟大学 医歯学系 教授 成田一衛 

所属 役職 氏名： （英 語）Graduate School of Medical and Dental Sciences, Niigata 

University, Professor, Ichiei Narita 

 

分担研究     （日本語）CKD 疫学調査分科会担当，KDBデータベース構築 

開発課題名：    （英 語）Subcommittee of epidemiological investigation; CKD database 

construction from KDB 

研究開発分担者   （日本語）九州大学医学研究院包括的腎不全治療学 教授 鶴屋 和彦 

所属 役職 氏名： （英 語） Department of Integrated Therapy for Chronic Kidney Disease, Graduate 

School of Medical Science, Kyushu University, Professor, Kazuhiko 

Tsuruya 

 

分担研究     （日本語）CKD 疫学調査分科会担当，特定健診コホートの解析 

開発課題名：     （英 語）Subcommittee of epidemiological investigation; analysis of special 

health check-up cohort study 

研究開発分担者   （日本語）宮崎大学医学部医学科血液・血管先端医療学講座 教授 藤元 昭一 

所属 役職 氏名： （英 語）Department of Hemovascular Medicine, Faculty of Medicine, University 

of Miyazaki. Professor, Shouichi Fujimoto 

 

分担研究     （日本語）腎・移植・透析専門医間の連携システム構築，CKD疫学調査分科会担当 

開発課題名：     （英 語）Subcommittee of epidemiological investigation; cooperation systems 

construction among nephrologists, transplant, dialysis specialists 

研究開発分担者   （日本語）聖マリアンナ医科大学 腎臓・高血圧内科 教授 柴垣 有吾 

所属 役職 氏名： （英 語）Division of Nephrology and Hypertension, St Marianna University,  , 

Professor of Medicine, Yugo Shibagaki 
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分担研究     （日本語）保存期腎不全・透析・腎移植連携分科会責任者，腎、透析、移植専門医間

のシステムの構築 

開発課題名：     （英 語）Chairman of subcommittee of cooperation among chronic renal failure, 

transplantation and dialysis;  cooperation systems construction 

among nephrologists, transplant, dialysis specialists 

研究開発分担者   （日本語）国立大学法人神戸大学大学院医学研究科腎臓内科部門 教授 西 愼一 

所属 役職 氏名： （英 語）Division of Nephrology and Kidney Center, Kobe University Graduate 

School of Medicine, Professor, Shinichi Nishi 

 

分担研究     （日本語）保存期腎不全・透析・腎移植連携，腎臓移植レシピエント数調査 

開発課題名：     （英 語）Subcommittee of cooperation among chronic renal failure, 

transplantation and dialysis; investigation of number of the kidney 

transplant recipients investigation 

研究開発分担者   （日本語）大阪市立大学大学院医学研究科泌尿器病態学 教授 仲谷 達也 

所属 役職 氏名： （英 語）Department of Urology, Osaka City University Graduate of Medicine, 

Professor, Tatsuya Nakatani 

 

分担研究     （日本語）保存期腎不全・透析・腎移植連携，保存期慢性腎不全の疫学担当 

開発課題名：     （英 語）Subcommittee of cooperation among chronic renal failure, 

transplantation and dialysis; epidemiology of chronic renal failure 

研究開発分担者   （日本語）金沢医科大学医学部腎臓内科学 教授 横山 仁 

所属 役職 氏名： （英 語）Department of Nephrology，School of Medicine, Kanazawa Medical 

University, Professor, Hitoshi Yokoyama 

 

分担研究     （日本語）臨床研究関連分科会責任者 

開発課題名：     （英 語）Chairman of subcommittee of clinical research 

研究開発分担者   （日本語）日本医科大学大学院医学研究科腎臓内科 教授 鶴岡 秀一 

所属 役職 氏名： （英 語）Department of Nephrology, Nippon Medical School, Professor, Shuichi 

Tsuruoka 

 

分担研究     （日本語）医療経済学 

開発課題名：     （英 語）Health economics 

 

研究開発分担者   （日本語）筑波大学 准教授 近藤 正英 

所属 役職 氏名： （英 語）University of Tsukuba, Associate Professor, Masahide Kondo 

 

分担研究     （日本語）QI 調査方法の検討、NDBによる調査担当 

開発課題名：     （英 語）Analysis of method for QI investigation, Investigation for NDB in 

CKD 
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研究開発分担者   （日本語）九州大学病院メディカル・インフォメーションセンター  

教授 中島 直樹 

所属 役職 氏名： （英 語）Medical Information Center, Kyushu University Hospital  

                           Professor, Naoki Nakashima 

 

分担研究     （日本語）事務局担当 

開発課題名：     （英 語）Secretariat 

研究開発分担者   （日本語）筑波大学医学医療系臨床医学域腎臓内科学 准教授 斎藤 知栄 

所属 役職 氏名： （英 語）Department of Nephrology, Division of Clinical Medicine, Faculty of 

Medicine, University of Tsukuba, Associate Professor, Chie Saito 

 

分担研究     （日本語）保存期慢性腎不全の疫学担当,コホート研究患者登録および経過観察 

開発課題名：     （英 語）Epidemiology of chronic kidney failure except for renal replacement 

theraphy; cohort study including patient registration and follow-

up 

研究開発分担者   （日本語）岡山大学大学院医歯薬学総合研究科血液浄化療法人材育成システム開発学 

教授 杉山 斉 

所属 役職 氏名： （英 語）Department of Human Resource Development of Dialysis Therapy for 

Kidney Disease, Okayama University Graduate School of Medicine, 

Dentistry and Pharmaceutical Sciences, Professor, Hitoshi Sugiyama 

 

分担研究     （日本語）コホート研究患者登録および経過観察 

開発課題名：     （英 語）Cohort study including patient registration and follow-up 

研究開発分担者   （日本語）香川大学医学部附属病院 腎臓内科 講師 祖父江 理 

所属 役職 氏名： （英 語）Division of Nephrology, Kagawa University Hospital, Lecture, Tadashi 

Sofue 

 

分担研究     （日本語）コホート研究患者登録および経過観察 

開発課題名：     （英 語）Cohort study including patient registration and follow-up 

研究開発分担者   （日本語）名古屋大学大学院医学系研究科 教授 丸山 彰一 

所属 役職 氏名： （英 語）Nagoya University Graduate School of Medicine, Professor, Shoichi 

Maruyama 

 

分担研究     （日本語）コホート研究患者登録および経過観察 

開発課題名：     （英 語）Cohort study including patient registration and follow-up 

研究開発分担者   （日本語）京都府立医科大学大学院医学研究科腎臓内科学 講師 玉垣 圭一 

所属 役職 氏名： （英 語）Department of Nephrology, Graduate School of Medical Science, Kyoto 

Prefectural University of Medicine, Lecturer, Keiichi Tamagaki 
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分担研究     （日本語）コホート研究患者登録および経過観察 

開発課題名：     （英 語）Cohort study including patient registration and follow-up 

研究開発分担者   （日本語）湘南鎌倉総合病院 副院長 腎臓病総合医療センター長 内科統括責任者 

臨床研究センター長 小林 修三 

所属 役職 氏名： （英 語）Shonan Kamakura General Hospital, Vice President, Director of Kidney 

Disease and Transplant Center, Director of Department of Internal  

Medicine, Shuzo Kobayashi 

 

 

II. 成果の概要（総括研究報告） 
 研究開発代表者による報告の場合 

  
ガイドライン作成・検証： 
・各分担研究者、研究協力者により、平成 26 年度に作成されたガイドライン「CKD ステージ G3b～
5 患者のための腎障害進展予防とスムーズな腎代替療法への移行に向けた診療ガイドライン 2015」の

エビデンスレベル及び推奨グレードの検証が行われた。同ガイドラインの普及率および遵守率を評価

するため WEB アンケートを日本腎臓学会会員に実施し、154 名からの回答を得た。また初年度に実

施した本指針の部分改訂を行うための CQ の見直し（修正、削除、追加）をもとに本文の追加修正を

行った。すなわち平成 29 年度の改訂版指針「CKD ステージ G3b～5 診療ガイドライン 2017」の発表

を目指し、平成 28 年 9 月までに発表されたエビデンスを収集して各分科会でシステマティックレビ

ューを実施し、上記アンケート結果を踏まえて各 CQ に対するステートメントと解説を修正・執筆し

た。分科会全員で議論を行い、部分改訂されたガイドライン原稿案を策定した。平成 29 年 2 月 17 日

より日本腎臓学会 HP にてガイドライン PDF ファイルを公開し、パブリックコメント募集を開始し

た。また並行して関連学会(日本高血圧学会、日本糖尿病学会、日本透析医学会、日本老年医学会、日

本循環器学会、日本脳神経外科学会、日本臨床腎移植学会)へ査読依頼を行った.平成 29 年 3 月末まで

に、各章の担当者で査読意見・パブコメを確認し、修正案を作成した.  
CKD 疫学調査： 
・これまで作成した特定健診コホートのデータ収集を継続して、集積されたデータの突合作業を実施

した第二次標準解析ファイル（〜26 年度、データ延べ約 280 万件）並びに 20 年度特定健診データと

約 5 年分の死亡個票データを突合したアウトカム解析用ファイル（データ約 28 万件）が完成した。

標準解析ファイルからの各個研究 5 編が論文化された。 
・KDB 調査は全国 1738 市町村中 462 市町村（26.6%）からの協力が得られることが確定し、協力保

険者とデータ提供に関する契約手続きを行った。データ提供の協力が得られた都道府県単位の国保連

合会の協力を得て KDB に含まれる帳票化統計情報を用いた検討が開始された。 
・CKD 進行例の前向きコホート：国内の腎専門医が診療する CKD ステージ G3b-5 患者の前向きコ

ホート(REACH-J-CKD コホート研究)を形成し、患者の QOL 調査、主治医の診療方針など診療実態

や予後の調査の準備を行った。2017 年 3 月時点で登録患者数は 2,100 例を超え、7 月の 2,400 例登録

目標に順調に近づいた。また REACH-J-CKD コホート研究のプロトコール論文を投稿した。REACH-
J-CKD コホートは、DOPPS platform を採用し、日本全国を満遍なくランダムサンプリングによる参
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加施設を検討することにより、疫学的にわが国の CKD 進行例の実態調査が実施されると同時に、国

際比較可能な CKDopps 研究として、アメリカ、フランス、ドイツ、ブラジルとの国際共同研究に向

けた協議を海外研究者と行った。SSMIX2 によるデータ収集システムの開発を並行して進めている。 
末期腎不全実態調査： 
2015 年度より日本臨床腎移植学会の統計調査委員会との共同で、全国の腎移植施設へのアンケート調

査を実施し、2015 年度末における腎移植患者の生存者数は 21,200 人、生着者数は 15,164 人と推計

された。この内容が日本移植学会学会誌、『移植』Vol. 51, No. 2・3, 「2015 年実施症例の集計報告と

追跡調査結果」に報告された。 NDB による慢性腎臓病患者数調査グループと協力して、NDB より

の抽出値と実態調値の差異を検討した。 
理想の CKD 診療体制の構築： 
FROM-J 研究の 3.5 年間の解析結果が論文化された。2016 年度は FROM-J 研究 5 年間のデータベー

スの構築を行い、二次研究の解析に向けた準備を行った。 
CKD については一般市民の認知度が未だ不十分であり、本年度は平成 29 年 1 月 22 日に市民公開講

座を開催した。研究啓発ならびにガイドラインの普及を目的にホームページを開設し、研究の進捗状

況を掲載した。 
 
Construction and validation of CKD stage 3b-5 clinilacl guideline 
To improve "Guidelines for CKD stage G3b -5 patients for prevention the kidney damage and shift 
to smooth transition to renal replacement therapy 2015", we performed WEB questionnaire about 
the guideline utilization to the member of Japanese Society of Nephrology. Reevaluation of 
evidence level of guidelines and recommendated grade, and review of clinical questions (CQ). 
For the newly made CQs, we carried out a systematic review by September, 2016 and wrote 
statements and commentaries for each CQ. 
For brash up the new guildline, we collected the opinions from our team, then collected public 
comments from the member of Japanese Society of Nephrology. We also asked the peer reviews 
from related academic societies. Adding those comment and reviews, we made a final draft by 
March, 2017. 
 
Epidemiologic research of chronic kidney disease  
We constracted two other standard analysis file of speicific health check and guidance sysytem 
cohort. One was 5-year follow-up data and the other was outcome analysis, which combined death 
recoerd. Five articles from these standard analysis files were published. 
KDB investigation progressed with cooperation from 462 cities, towns and villages, and the 
procedure of collection date from KDB was made. We start to investigate epidemiological analysis 
using KDB data. 
Beyond 2,100 patients were registerd for REACH-J-CKD cohort study by end of March, 2017. We 
also collected patients questinarie form, baseline data and the medical treatment policy of the 
nephrologists. We submitted protocol paper of REACH-J-CKD cohort study. 
REACH-J-CKD cohort study utilize DOPPS platform, which can be a national representive of CKD 
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patitens, and we can compare our data with overseas researchers in the United States, France, 
Germany and Brazil, as CKDopps study.  
 
Investigation of end stage kidney disease 
We estimated the number of survived renal-transplant recipients as 21,200 and functional graft as 
15,164 in the end of 2015 from the questionary survey to the renal transplantation facilities 
performed by the Japanese society for clinical renal transplantation. 
We also tryied to count the number of dialysis patients and renal-transplant recipients by using 
NDB. Further investigations were needed to clarify accurate number of those patients. 
 
Establishment of ideal CKD practice pattern 
A 3.5years cluster randomized trail of the FROM-J has been reported and published. In 2016, we 
try to constract 5-years FROM-J cohort study data analytic file for the preparations of the 
subanalysis. 
We held a public open lecture on January 22, 2017 for cognition of CKD. We made a homepage for 
the purpose of the enlightenment of our study and guidelines. 

 
 

III. 成果の外部への発表 
（１）学会誌・雑誌等における論文一覧（国内誌 36 件、国際誌 133 件） 
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2 柏原直樹, 依光大祐, 庵谷千恵子, 桑原篤憲. CKDにおける血圧管理. 臨牀と研究. 2016, 93(7): 

938-944(2016.07) 
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（２）学会・シンポジウム等における口頭・ポスター発表 
 

1. 当院における腎臓内科コンサルテーションの実態，ポスター発表, 永井 恵, 萩原正大, 甲斐平康, 
森戸直記, 臼井丈一, 斎藤知栄, 山縣邦弘，第 113 回日本内科学会, 2016/4/15，国内． 

2. 食事指導の要点，口演，山縣邦弘, 第 18 回国際腎と栄養代謝学会 CKD 教育療法セッション, 
2016/4/20，国内． 

3. Behavior Modi cation and Renal Outcomes in CKD Patients FROM-J 5-years Follow-up Study, 
口演，Kunihiro Yamagata, Hirofumi Makino, Kunitoshi Iseki, Sadayoshi Ito, Kenjiro Kimura, 
Eiji Kusano, Takanori Shibata, Kimio Tomita, Ichiei Narita, Tomoya Nishino, Yoshihide 
Fujigaki, Tetsuya Mitarai, Tsuyoshi Watanabe, Takashi Wada, Teiji Nakamura, Seiichi Matsuo，
第 18 回国際腎と栄養代謝学会，2016/4/20，国内． 

4. Accuracy of Dietary Nutrient Intake Assessment in Maintenance Hemodialysis Patients，口演，

Sachiko Nagahama, Chie Saito, Hideto Takahashi, Takahiro Seura, Sumiko Higure, Tsutomu 
Nakanishi, Kunihiro Yamagata，第 18 回国際腎と栄養代謝学会，2016/4/20，国内． 

5. Behavior Change in Lifestyle by Counseling in CKD Patients，ポスター発表，Chie Saito, 
Hirayasu Kai, Hiroko Iwabe, Yuichi Ishikawa, Atsushi Ueda, Kunihiro Yamagata，第 18 回国際

腎と栄養代謝学会，2016/4/20，国内． 
6. Number of Dietitians is Associated with Regional Differences in Achieving Guidelines for CKD-

MBD and Renal Anemia in Chronic Dialysis Patients，ポスター発表，Satoshi Ogata, Kunihiro 
Yamagata Kunitoshi Iseki, Yoshiharu Tsubakihara, Ikuto Masakane，第 18 回国際腎と栄養代謝

学会，2016/4/20，国内． 
7. Advantages of Nutrition Counseling in CKD Patients by a Professional Dietician in a Clinic，

ポスター発表，Yuichi Ishikawa, Atsushi Ueda, Yukie Nakagawa, Chie Saito, Kunihiro Yamagata，
第 18 回国際腎と栄養代謝学会，2016/4/20，国内． 

8. 前向きコホート研究 RemIT-JAV-RPGN における抗好中球細胞質抗体(ANCA)関連血管炎の寛解

に関する検討，口演，佐田憲映, 針谷正祥, 臼井丈一, 山縣邦弘, 本間 栄, 土橋浩章, 石津 明洋, 杉
山 斉, 岡田保典, 有村義宏, 槇野博史，第 60 回日本リウマチ学会総会・学術集会，2016/4/21，国

内． 
9. 心筋症，腎不全を呈したミトコンドリア DNA 点突然変異 A3243G を有するミトコンドリア病の

一例，ポスター発表，坂下麻衣，坂下信悟，上杉憲子，萩原正大，山縣邦弘，野口雅之，第 105
回日本病理学会，2016/5/14，国内． 

10. EVALUATION OF THE VALIDITY FOR THE NOVEL CKD ASSESSMENT CHECK-LIST 
BY THE FRONTIER OF RENAL OUTCOME MODIFICATIONS IN JAPAN (FROM-J) 
STUDY，ポスター発表，Hirayasu Kai, Mariko Doi, Chie Saito, Kunihiro Yamagata，53rd 
ERA-EDTA Congress，2016/5/21，国外． 

11. MAFB MUTANT SHOWS PODOCYTE INJURY WITH AGING，ポスター発表，Naoki 
Morito, Toshiaki Usui, Keigyou Yoh, Satoru Takahashi, Kunihiro Yamagata，53rd ERA-
EDTA Congress，2016/5/22，国外． 
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12. HISTAMINE IS INVOLVED IN THE PATHOPHYSIOLOGY OF HEART AND KIDNEY 
DYSFUNCTIONS IN MICE，ポスター発表，Kazuyuki Noguchi, Junji Ishida, Tomohiro 
Ishimaru, Shohei Kawasaki, Chulwon Kwon, Jun-Dal Kim, Koichiro Kako, Hiroshi Ohtsu, 
Kunihiro Yamagata, Akiyoshi Fukamizu, 53rd ERA-EDTA Congress，2016/5/22，国外． 

13. Regional differences in chronic kidney disease prevalence and incident dialysis in Japan: a 
Japanese nationwide health check study. Poster, Yasuda Y, Kamiya M, Nakatochi M, Nakai S, 
Shibata K, Iseki K, Moriyama T, Yamagata K, Tsuruya K, Yoshida H, Fujimoto S, Asahi K,, 
Watanabe T, Maruyama S. 53rd ERA-EDTA Congress, 2016/5/23, 国外． 

14. The association between serum uric acid and incidence of non-fatal stroke in the CKD 
population. Poster, Kamei K, Araumi A, Watanabe S, Sato H, Ichikawa K, Konta K, Iseki K, 
Yamagata K, Fujimoto S, Tsuruya K, Narita I, Moriyama T, Shibagaki Y, Asahi K,, Kondo M, 
Kasahara M, Watanabe T. 53rd ERA-EDTA Congress, 2016/5/23, 国外． 

15. THE RELATIONSHIP BETWEEN CARDIOVASCULAR MORTALITY AND GLOMERULAR 
FILTRATION RATE IN A JAPANESE COHORT WITH LONG TERM FOLLOWUP,ポスター

発表，Kei Nagai, Toshimi Sairenichi, Fujiko Irie, Hiroshi Watanabe, Hitoshi Ota, Kunihiro 
Yamagata，53rd ERA-EDTA Congress，2016/5/22，国外． 

16. EXPECTED RISK OF DEATH BY CKD STAGE USING STOCHASTIC LINKAGE 
BETWEEN DEATH CERTIFICATES AND THE SPECIFIC HEALTH CHECK 
PROGRAMME COHORT IN JAPAN，ポスター発表，Masahide Kondo, Mariko Yamamura, 
Chiho Iseki, Kunitoshi Iseki, Koichi Asahi, Kunihiro Yamagata, Shouichi Fujimoto, Kazuhiko 
Tsuruya, Toshiki Moriyama, Ichiei Narita, Tsuneo Konta, Yugo Shibagaki, Masato 
Kasahara1, Tsuyoshi Watanabe, 53rd ERA-EDTA Congress，2016/5/22，国外． 

17. 多発血管炎性肉芽腫症透析患者におけるリツキシマブの血中濃度および透析性の検討，ポスター

発表，坂井健太郎，飯塚 正，篠崎有希，山縣邦弘，第 61 回日本透析医学会学術集会・総会，

2016/6/10，国内． 
18. ANCA 関連腎炎に合併する貧血への治療介入に関する検討，ポスター発表，河村哲也，臼井丈

一，西久保愛里，渡邉めぐみ，田原 敬，角田亮也，岩瀬茉未子，永井 恵，甲斐平康，萩原正

大，森戸直記，斎藤知栄，山縣邦弘，金子修三．第 61 回日本透析医学会学術集会・総会，

2016/6/10，国内． 
19. 維持血液透析中に腎血管筋脂肪腫の出血をきたし，腎動脈塞栓術後に膿瘍を合併した結節性硬化

症の一例，口演，清水達也，佐久間亜季，植田敦志，斎藤知栄，臼井丈一，山縣邦弘，第 61 回日

本透析医学会学術集会・総会，2016/6/10，国内． 
20. 広範な硬膜外膿瘍を伴う化膿性脊椎炎を発症し，8 ヶ月の抗菌薬投与により改善を認めた維持透

析患者の１例，口演，田原 敬，萩原正大，渡邉めぐみ，角田亮也，岩瀬茉未子，永井 恵，甲斐

平康，森戸直記，斎藤知栄，臼井丈一，山縣邦弘，第 61 回日本透析医学会学術集会・総会，

2016/6/10，国内． 
21. PD カテーテル抜去時期の検討，口演，斎藤知栄，岩瀬茉未子，角田亮也，田原 敬，渡邉めぐ

み，永井 恵，河村哲也，萩原正大，甲斐平康，森戸直記，臼井丈一，山縣邦弘，第 61 回日本透

析医学会学術集会・総会，2016/6/10，国内． 
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22. 本邦小児腎代替療法の現状と国際比較，口演，伊丹儀友，芦田 明，平野大志，佐古まゆみ，服

部元史，山縣邦弘，猪阪善隆，第 61 回日本透析医学会学術集会・総会，2016/6/11，国内． 
23. メトトレキサート中毒に対する血液浄化療法の検討，口演，持地貴博，岩田修一，楢木洋平，古

垣達也，名倉正明，赤星博和，茂木芳賢，縮 恭一，山本純偉，萩原正大，斎藤知栄，山縣邦弘，

第 61 回日本透析医学会学術集会・総会，2016/6/11，国内． 
24. 透析患者におけるエポエチン βペゴル(CERA)からダルベポエチン α(DA)への切り替えの経験，ポ

スター発表，斑目 旬，小林徳朗，石井龍太，臼井俊明，富樫 周，藤田亜紀子，下畑 誉，山縣邦

弘，第 61 回日本透析医学会学術集会・総会，2016/6/11，国内． 
25. 当院で施行したカフ型カテーテルを用いた維持透析患者の予後調査，口演，加瀬田幸司，石井龍

太，佐久間亜季，高田健治，萩原正大，臼井丈一，斎藤知栄，山縣邦弘，第 61 回日本透析医学会

学術集会・総会，2016/6/11，国内． 
26. 二次性副甲状腺機能亢進症治療ガイドライン達成率の地域差と透析スタッフ数との関連，ポスタ

ー発表，尾形 聡，山縣邦弘，井関邦敏，椿原美治，政金生人，第 61 回日本透析医学会学術集

会・総会，2016/6/11，国内． 
27. よくわかる PD-HD ハイブリット療法，口演，植田敦志，臼井丈一，斎藤知栄，山縣邦弘，第 61

回日本透析医学会学術集会・総会，2016/6/11，国内． 
28. 本邦の成人腎代替療法の概要，口演，山縣邦弘，西慎一，仲谷達也，中島 直樹，第 61 回日本透

析医学会学術集会・総会，2016/6/11，国内． 
29. 腎臓学会と透析医学会のレジストリーの連携における課題，口演，横山 仁，杉山 斉，佐藤 博，

山縣邦弘，第 61 回日本透析医学会学術集会・総会，2016/6/12，国内． 
30. ネコの関与が疑われた腹膜透析関連腹膜炎に訪問指導を行った一例，口演，佐久間亜季，清水達

也，植田敦志，斎藤知栄，臼井丈一，山縣邦弘，第 61 回日本透析医学会学術集会・総会，

2016/6/12，国内． 
31. 腎性貧血治療ガイドライン達成率の地域差と透析スタッフ数との関連，ポスター発表，尾形 聡，

山縣邦弘，井関邦敏，椿原美治，政金生人，第 61 回日本透析医学会学術集会・総会，

2016/6/12，国内． 
32. 慢性腎臓疾患（CKD）有病者数の地域差は透析導入患者数に関連する，口演，安田宜成，神谷真

有美，中杤昌弘，井関邦敏，守山敏樹，山縣邦弘，鶴屋和彦，吉田英昭，藤元昭一，旭 浩一，渡

辺 毅，中井 滋，丸山彰一，第 61 回日本透析医学会学術集会・総会，2016/6/12，国内． 
33. 大量ステロイド投与中に血栓性微小血管障害（TMA）を呈し，頻回の血漿交換（PE）の併用が有

効であった SLE の一例，口演，中島雅美，小山哲夫，茂木誠司，林 太智，角田亮也，清水達

也，山縣邦弘，第 61 回日本透析医学会学術集会・総会，2016/6/12，国内． 
34. 慢性腎臓病の進行を促進する薬剤等による腎障害の早期診断法と治療法の開発，口頭，成田一

衛，斎藤亮彦，横山 仁，山縣邦弘，寺田典生，和田隆志，第 59 回日本腎臓学会学術総会，

2016/6/17，国内． 
35. 慢性腎臓病（CKD）進行例の実態把握と透析導入回避のための有効な指針の作成に関する研究，

口演，山縣邦弘，第 59 回日本腎臓学会学術総会，2016/6/17，国内． 
36. ANCA 関連腎炎に合併する貧血の背景因子の臨床病理学的検討，ポスター発表，河村哲也，臼井

丈一，西久保愛里，渡邉めぐみ，田原 敬，角田亮也，岩瀬茉未子，永井 恵，甲斐平康，萩原
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正大，森戸直記，斎藤知栄，山縣邦弘，金子修三，第 59 回日本腎臓学会学術総会，2016/6/17，
国内． 

37. MPO-ANCA 関連腎血管炎における末梢血 γδT細胞の検討，ポスター発表，平山浩一，小山哲

夫，永井 恵，長井美穂，下畑 誉，甲斐平康，臼井丈一，小林正貴，山縣邦弘，第 59 回日本腎

臓学会学術総会，2016/6/17，国内． 
38. CKD と悪性疾患死亡率の検討：茨城県コホート長期追跡結果より，ポスター発表，永井 恵, 西

連地利巳, 入江ふじこ, 渡辺 宏, 太田仁史，山縣邦弘, 第 59 回日本腎臓学会学術総会，

2016/6/17，国内． 
39. CKD 有病者数と透析導入患者数地域差の検討，口演，神谷真有美，安田宜成，中杤昌弘，柴田 

清，柴田佳菜子，井関邦敏，守山敏樹，山縣邦弘，鶴屋和彦，吉田英昭，藤元昭一，旭 浩一，渡

辺 毅，中井 滋，丸山彰一，第 59 回日本腎臓学会学術総会，2016/6/17，国内． 
40. 薬剤性腎障害 GL オーバービュー，口演，臼井丈一，山縣邦弘，第 59 回日本腎臓学会学術総会，

2016/6/18，国内． 
41. 半月体形成性腎炎，RPGN の診断と治療，口演，山縣邦弘，第 59 回日本腎臓学会学術総会，

2016/6/18，国内． 
42. 転写因子 Mafb による副甲状腺ホルモンの制御，口演，森戸直記，臼井俊明，藤田亜紀子，楊 

景堯，山縣邦弘，第 59 回日本腎臓学会学術総会，2016/6/18，国内． 
43. CKD 患者に対する生活食事指導マニュアルの有用性について，口演，石川祐一，植田敦志，鈴木

薫子，安部訓子，中川幸恵，斎藤知栄，山縣邦弘，第 59 回日本腎臓学会学術総会，2016/6/18，
国内． 

44. 腎機能正常例では 2 年以内，腎機能低下例では 1 年以内の蛋白尿寛解が IgA 腎症の良好な腎予後

の予測因子である，口演，藤井隆之，星野純一，臼井丈一，鈴木理志，乳原善文，山縣邦弘，第

59 回日本腎臓学会学術総会，2016/6/18，国内． 
45. 常染色体優性多発性嚢胞腎(ADPKD)コホート形成とトルバプタン治療例の検討，ポスター発表，

甲斐平康，渡邊めぐみ，田原 敬，角田亮也，岩瀬茉未子，永井 恵，河村哲也，萩原正大，森

戸直記，臼井丈一，斎藤知栄，山縣邦弘，第 59 回日本腎臓学会学術総会，2016/6/19，国内． 
46. ライフステージと腎移植～当院の生体腎移植 17 例から腎移植のタイミングについて考える～，口

演，髙野恵輔，臼井丈一，金子修三，木村友和，田村恵美，西山博之，山縣邦弘，大河内信弘，

第 60 回茨城腎研究会，2016/7/5，国内． 
47. 若年発症の顕微鏡的多発血管炎で寛解を得た一例，口頭，渡邉めぐみ，佐久間亜季，植田敦志，
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